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を
つ
け
た
風
船
を
と
ば
す
こ
と
に

し
て
い

ま
す
。

12 .18J lJt'i 

防.99拘ヨ人

男27.3H

女29.652

学
校
付
近
の
環

境

に

つ

い

て

百

円

雨
期
に
備
え
て
家
の

ま
わ
り
の
排
水
溝
は

き
れ
い
に
し
よ
う

--一
-一--z
一一一一口一一
---一-=一一一
一一一一一一-z』
-z-

一一一一一
一一=一-ers一一一一一口一-τ
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違

反

犬

は

捕

獲

毎
週
月
、水
、
金
・
登
録
と
山
射

午
後
二
時

食
品
販
売
者
の
登
録

業
活
動
の
行
な
わ
れ
る
全
国
の

事
業
所
を
調
査
す
る
わ
け
で
す

産
業
活
動
の
一
事
情
は
、
閃
に

よ
り
、
時
代
に
よ
り
、

ま
た
地

域
札
よ
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
特
徴

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
特
徴
を
比

較
研
究
し
、

陀
業
発
展
の
抱
策

居
前
ー
ゲ
問
え
て
お
ら
れ
あ
業

者
に
は
保
問
所
の
係
員
が
出
向

い
て
登
録
を
行
な
い
ま
す
が
、

行
商
の
か
た
は
保
健
附
で
託
銀

そ
し
て
く
だ
さ
い
。

だ
だ
し
、
飢
の
行
商
を
す
る

か
た
で
漁
業
料
合
に
所
属
し
て

お
ら
れ
る
か
た
は
、
別
に
組
合

で
実
掘
し
ま
す
。

登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
閣
は
つ

ぎ
り
と
お
り
で
、

怠
っ
た
場
合
は
五
千
川
円
以
下
の

罰
金
ま
た
は
科
料
に
処
せ
ら
れ

ま
す
。

∞
魚
介
、
鯨
肉
類
お
よ
び
そ
の

行
商
者
は
保
健
所
で

ー
日二
2
3

h
H
N
「
J
F口

食
品
を
販
売
す
る
業
者
(
行
商

を
含
む
)
は
、
毎
保
県
知
事
に

登
録
し
て
鰭
札
の
交
付
を
受
け

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

そ
の
登
録
事
務
そ
五
月
か
ら
保

随
所
で
取
扱
っ
て
い
ま
す
。

∞
魚
肉
ね
り
製
品

⑦
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
類
①
と

う
ふ
、レ
c
う
ふ
加
工
品
お
よ
び

ゴ
マ
と
う
ふ
⑦
菓
子
類

⑤

ト
コ
ロ
テ
ン
ホ
よ
び
か
ん
ざ
ら

し

(

大

村

保

健

所

)

六
月
中
は
個
人
企

業

経

済

調

査

も

県
で
は
何
年
九
月
に
個
人
企

業
経
済
制
卦
を
実
相
レ
て
い
ま

す
が
、
本
年
は
国
勢
調
汽
が
実

施
さ
れ
ま
す
の
で
、
初
り
上
げ

て
六
月
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
州
人
企
業
料
自

の
実
態
を
は
あ
く
し
、
県
行
政

の
推
進
、
県
岡
所
得
の
基
開
資

料
に
す
る
た
め
に
製
造
業
、
仰

完
お
よ
び
小
売
業
t
T

常
む
ふ
」
の

の
う
ち
、
閉
山
が
指
定
す
る
事
業

所
に
つ
い
て
六
月
一
カ
月
間
制

査
す
る
も
の
で
す
。

間
定
さ
れ
た
事
業
所
に
は
調

査
員
が
訪
問
し
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
刷
い
し
ま
す
。(

庶
務
制
)
…

は
県
が
住
宅
金川町

ム
凶
か
一り
融

資
そ
受
げ
て
趨
殺
し
希
望
者
に

分
譲
し
て
い
ま
し
十-
が
、
本
年

度
か
ら
個
人
に
特
別
貸
付
と
し

て
取
的
わ
れ
ス
乙
と
ど
な
り
、

名
称
も
段
山
肌
川
住
吃
に
投
り

ま
し
た
内
県
で
は
住
宅
建
設
柑

望
者
を
調
べ
て
い
ま
す
の
で
、

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営

ん
で
お
ら
れ
る
か
た
で
融
資
希

望

ωか
た
は
日
月
二
十
五
日
ま

で
趨
設
課
に
市
込
ん
で
く
だ
さ

い

。

(

問

問

設

相

同

)

-
・
・
@
・
・

山

林

用

苗

木

の

栽

培

者

へ

•••••• 
山
林
間
百
本
不
販
売
や
自
家

用
の
た
め
γ
殺
附
し
て
お
民
れ

る
か
た
は
、
設
成
現
例
制
告
を

知
事
に
閉
山
，
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で

(判
告
許
用
紙

は
農
林
謀
、
ま
た
は
川
明
所
i

あ
り
ま
す
)
六
月
二
十
五
日
ま

ア
民
林
課
へ
出
し
て・
く
だ
さ
い

へ問
日
付
課
)



し
て
い
る
歩
行
者
の
通
行
を
妨
十
五
条
)

一も
の
で
、
竹
筒
の
会
は
コ
ー
ラ
ス

げ
で
は
な
ら
な
い

(第
三
十
八

一⑦
運
転
免
許
の
荷
類
が
少
な
く
な

一に
よ
っ
て
青
年
内
情
操
教
育
と
農

条
)

一

っ
た
i
特
種
免
許
、
小
型
四
輪
一村
文
化
の
向
上
に
貢
献
し
た
と
と

同
歩
行
者
が
通
行
で
き
る
よ
う
に

一
免
許
、
側
車
付
自
動
車
免
許
の
一に
よ
る
も
の
で
す。

車
を
駐
車
す
る
と
き
は
道
路
の

一
三
種
が
な
く
な
っ
た
。
ま
た
パ

一

(
市
教
委
社
会
教
育
課
)

左
側
端
に
0
・
五
メ
ー
ト
ル
の

一

イ
ク
の
運
転
許
可
証
が
免
許
証

一

'
'
:
l
;
;
'
h
h

余

地

季
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

一

長
っ
た
。

一

一

求

人

案

内

一

い
(
第
凶
十
八
条
)

一①
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
。
無
免
許一

f
l
i
tし
j
i
l
lし

④
駐
車
禁
止
場
所
と
し
で
車
蹴
等
一
運
転
を
し
た
場
合
現
行
法
で
は

一

町

一

一

A
刈
谷
市
丸
三
鉄
工
所
機
械

五
J

リ
ト
ベ
日
か
ら
二
十
五
日
ま
一
か
ら
十
二
才
ま
で
(
九
・

五
悦
)
一古
い
に
つ
ぎ
と
と
に
は
と
く
に
心
一

H
さ
な

;

一
の
出
入
口
付
近
、
消
路
工
事
が

一
ゴ
一
カ
月
以
下
の
懲
役
、
五
千
円
一

一

一

し

一

一

一工
M
J
m才

円
給
二
百
三
十
円

で
十
円
間
全
国
一

斉
に
o
春
の
交一

三
十
才
か
ら
三
十
四
才
ま
で
(
九

一が
け
て
い
た
だ
き
、
住
み
よ
い
ま
一
例
子
供
ぞ
道
路
に
遊
ば
せ
な
い
。

一

行
な
わ
れ
て
い
活
関
所
付
近
が

一

以
下
の
間
金
叉
は
科
料
で
あ
っ

一江
主

設

内
訪

日

目

立

た

%

)
の
順
と
な
っ
て
お
り

一

昨

…

長

竹

下

協
力

を
お
一
向
日

で
い
る
子
供
に
は
注
意
す

一

却

に
加
え
ら
れ
た

{
第
四
十
一

野

区

間

計

一

ι品川
M
T
M
F吋

て
交
通
事
故
主
た
楠
加
レ

て
い
一
負
傷
者
は

六

才

お

二

百

十

一

こ

れ

な

ら

安

全

一

一

一

⑤

違
法
駐
車
に
対
す
る
措
置
車
一
金
と
な
っ
た
。

一

ま
す
が
、

三
十
四
年
中
県
下
で
交
一三
人

(
一
二

・
子
/
)
っ
し
で
三

一

一
交

通

法

規

を

改

正

一一一
円
が
道
路
こ
お
け
る
交
通
の
危
一
(
大
村
軒
察
署
二

一

一

一

一

一

ヘ

多

治

見

庁
山
崎
タ
イ
ル
(
株
)

通
事
故
に
よ
る
死
片
者
は
百
二
よ
十
才
か
ら
二
十
四
才
(
二
・
九

E
Zく

ど

き

芸

望

。
歩

一

ー

。

一

窓
生
じ
さ
ぜ
、
ま
た
け
著
し
一

表
勾
J

さ

れ

こ

西

、
母

一貫

m
l
n才
月
手
取
四
千

六
人
、
患
者
二
千
二
百
十
三
人
一九
%
)
と
幼
児
と
青
年
周
が
多
く

一

車
道
の
区
別
が
あ
あ
所
で
は
必

一

菜

、
た
だ
い
ま
道
路
交
通
法
一

く
交
通
の
妨
害
と
な
る
お
そ
れ
一
平

7

4

一四
百
円

で
あ
り
ま
す
。
大
村
市
内
で
は
死

~
六
才
か
ら
十
二
才
(
一

0
・
三
笠

一

ず
悲
道
会
通
る
。

一
規
の
改
正
が
国
会
で
群
議
さ
れ
て

て

が
あ
る
と
き
、
現
場
に
運
転
者

一

親

学

級

と

竹

笛

の

会

一

者
九
人
、
負
傷
者
八
十
名
と
な
っ

一
字
選
が
と
れ
に
つ
い
で
お
り
、

一室
迄
切
る
主
は
右
左
互
お
り
ま
す
が
、
そ
の
震
は
つ
ぎ

一

が
い
な
い
と
き
は
瞥
察
官
は
必

一
豆
大
村
、
学
校
母
見
学
級
と
竹
一夕
べ
ば
い

関

東

げ

誌

で
予
留
も
し
な
い
多
く
の
人
た
ち
一学
童
や
幼
児
の
事
故
が
目
だ
っ
て

一

て
、
部
に
注
感
ず
る
。
一
の
と
お
り
で
ず
。

一

一
県
よ
良
)
二
お
、
て
、
正
車
の
方

一

I

A

'

章

一

が
死
ん
だ
り
限
乏
し
て
お
り
ま
一
多
く
な
っ
て
い
る
と
と
に
注
目
し

一@
パ
ス
か
九
降
り
た
と
ま
る
い
す
道
路
交
涌
取
締
法
を
道
路
交
通

一

法

山

間

払

他

各

五

時

臨

時

持

唯

一

回

一

一

括

日

記

長

引

陶

す

。

一

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。

一

け
停
車
中

ω車
の
す
ぐ
前
や
後
三
に
改
ほ
れ
た
。

-

闘
を
と
り
、

ま
た
は
五
十
三
六
日
長
崎
市
で
県
教
育
委
員
会
か
一工

日

l
n
f日
給
二
百
ト
円
J
一

一
番

多

い
幼
児
の
事
故
一
今
凶
の
安
全
運
動
は
と
く
に
学

一
を
急

γ
摘
切
ら
な
い
。

一

言

ω目

5道
路
L
お
け
る
危

一

ト
ル
を
と
え
な
い
距
離
に
移
動

一ら
実
写
さ
れ
ま
し
こ
。

一
二

百

五

十

円

一

一
室
幼
児
の
通
行
保
護
と
、
事
故
防

一
@自
転
一
定
乗
っ
て
左
や

r
L曲
一
墳
防
止
そ
の
他
の
さ
ま
本
妻

一

す
る
と
と
が
で
き
る
(
第
五
十

一

R

f

一

一

-

一

一

一

一

乙
れ
は
西
小
母
親
学
級
は
自
主

一

ム
岐
卓
県
酒
井
開
設
工
業
(
株
)
一
ム
愛
知
県
大
野
毛
織
(
株
)
織
一
タ
イ
ル
制
造
工

m
l
m才
日
給
二
一
頁
百
円
J
四
千
円

本
年
は
ま
た
一
周
事
故
も
増
え
一
止
を
中
心
と
し
て
、
県
で
は
長

一

ら

2す
る
と
き
は
十
メ

l
卜

一

は
か
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

一

一条
)

一

2運
営
に
よ
っ
て
納
入
量
竺
土
ヱ
ヂ
ヲ
品
六
百
五
十

一空

間

!

?

月

手

取

一
一
一
千
七
一
百
二
十
円
f
f
百
一一一十
円

一

会
島
市
宇
野
毛
織
(
株
)
単

て
い
る
傾
向
で
あ
り
ま
す
が
、
県
一色
い
羽
根
。
運
動
を
行
な
い
、
県

一

ル
ぐ
ら
い
手
前
か
ら
曲
る
方
の

一

積
栢
的
に
「
交
通
の
円
滑
を
は

一⑤
車
両
等
の
運
行
棒
管
理
す
る
者

一れ
貯
め
る
と
と
も
に
と
ど
も
た
ち
一円

一百

円

一

〈

多

治

見

市

照

一

義

業

(

株

)

一備

工

日

t
M才
円
枚
百
九
十
円

下
の
交
通
事
故
左
令
別
に
見
ま
一民
交
通
安
全
運
動
を
推
進
す
る
と
一
主
水
平
に
あ
げ
ナ
合
図
書
一
か
る
」
乙
と
も
加
え
ら
れ
た

一

の
義
務
社
会
的
に
危
険
性
の

一の
教
育
こ
大
き
な
役
割
案
ン
ヒ

一
(
以
上
手
)

一

A
多
治
見
市
東
陽
タ
イ
ル
(
株
)
一
成
型
工

M
J
n才
岡
高
一
二
千
一
J
二
百
円

(以
上
女
子
)

す
と
、
死
者
C
は
六
才
未
満
の
幼
一と

に

な

り

ま

し

た

。

一

る

。

一

(
筒
一
条
)

一

強
い
無
免
許
運
転
、
酔
ば
ら
い

一

ト

;

十

児
が
二
五
人
(
一
八
二
一
%
)
で
一

大
村
市
で
も
黄
色
い
羽
根
運
動

一
⑤
自
転
車
に
一

一人
乗
り
を
し
な
い
一
①
歩
行
者
的
保
護
の
徹
底
を
は
か
一

巡
転
、
過
労
運
転
を
命
じ
た
り

最
も
多
く
、
六
十
才
以
上
の
も
の

一を
推
進
レ
甫
民
の
交
通
安
全
を
は

一
⑤
狭
い
道
か
ら
広
い
道
に
山
る
と
一
る
と
と
に
な
っ
介
。

一

と

れ
ら
の
運
転
を
容
認
し
て
な

が
こ
れ
に
つ
ぎ
こ
六
%
)
六
才
一か
る
乙
と
に
し
て
お
り
ま
す
。
お
一

き
は

一
度
注
意
し
、
急
に
走
り
一

ω交
叉
点
に
お
い
て
道
路

主
情断

一

ら
な
い
と
と
に
な
っ
た
(
第
七

SE--
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大
村
響
察
署
、
大
村
市
連
合
防

犯
組
合
で
は
五
月
二
十
二
日
正
午

か
月
笹
寝
署
武
道
場
閥
き
少
年
剣

沼
大
会
を
同
武
道
場
で
捌
き
ま
す

当
け
は
各
地
町
内
防
犯
組
合
か
九
選

抜
さ
ハ
た
十
二
チ

i
ム
約
八
十
名

の
選
手
川
出
場
し
ま
す
が
、
と
の

ほ
か
日
本
剣
道
形
、
居
合
、締
術
、

高
段
者
特
別
試
合
な
ど
も
行
な
わ

れ
ま
す
。
出
場
ト
ル
一段
選
手
は
つ
ぎ

の
と
お
り
で
す。

(歓
称
略
)

な
お
武
道
場
は
洗
心
却
と
名
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

〔
一
ニ
浦
〕

末
永
年
郎
、

佐
古
利
時

森
勝
美
、
佐
古
誠
松
、
浜
田
葬
雄

昭和35年 5月20日
(昭和33年4月221:.1第三秘説便物認可ヲ

黄

色

羽

根
11 

で
県
民
運
動

し、

一〔
西
大
村
U
〕
川
附
栄
、
柴
田

一
光
男
、
杉
印
栄
一

、
大
木
誠
一

、

一加
県
秀
雄
、
係
wr
市
郎

一
〔
竹
松
〕
牟
問
照
夫
‘
牧
野
健一

深
一
松
守
治
、
山
口
議
晴

一郎
、
版
口
英
一
、
松
尾
良
一
、
制

〔
鈴
旧
)
朝
長
嘉
盛
、
寺
井
文
雄

一谷
健
吾
、
波
一円議
行

金
武
義
晴
、
渡
辺
蕪
、
淵
正
利

一
一
一
貿
瀬
A
)
橋
村
浦
、
内
田
利

パ
本
庁
A
〕
中
升
一
彦
、
浜
崎
一
向
井
本
忠
之
、
本
田
伺
降
、
今

健
、
寺
尾
英
夫
、
浜
崎
潤
、
保
松
一
刊
前
夫
、
律
問
山
山

信

一

郎

一

〔

官

制

μ
〕
井
本
親
男
、
問
中

〔
本
庁
日

〕
北
村
尚
寿
、
今
回
~
一昭
則
、

今
刊
誌
夫
、
消
水
長
次、

忍
、
林
邦
夫
、

三
原
俊
行、

上
松
一
回
巾
守

誠

八

郎

一

〔

補

重

〕
県
俊
則
、
村
部
純
明
、

〔
西
大
村
、

〕

松
尾
麓
春
、
奥
一
山
口
正
州
、

石
川
明
夫
、
井
手
範

村
尚
武
、
小
田
義
雄、

永
田
真
吾
一
夫
、

山
口
正
明

前

原

敏

悶

一

〔

怯

原
〕一

瀬
修
、
川
尻
俊
博
、

〔西
大
村
日
〕
永
田
勝
幸
、

西
一
福
富
九
二
十、

一
瀬
友
太
郎
、
御

島
耕

一
、
小
佐
々
敏
雄
、
奥
村
清
一
間
礼
一
郎
、
一
瀬
洋
子

小
出
情
雄

一

(

大
村
密
察
署
)

5月;31日は市役所の出納閉鎖期です

もし、111叩134年度のdi税(円J県民税、出1定資産税、

水
稲
川
苗
代
の
種
子
ま
き

の
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

背
苗

に
つ
い
て
は
五
月

一
円
発
行
の

「
市
政
だ
よ
り
」
場
参
考
に
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
つ
ぎ
の

点
に
つ
い
て
さ
ら
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

①
本
年
は
田
植
は
お
く
れ
な
い

よ
う
に
。

中
・
山
間
地
で
は

六
月
二
十
日
l
二
十
五
日
ど

ろ
、
卒
担
地
で
は
七
月
四
日

ど
ろ
ま
で
に
お
わ
る
よ
う
努

め
ま
し
ょ
う。

し
た
が
っ
て
、
平
担
地
の
苗

代
の
種
子
ま
き
は
、
ゴ
了
一
ニ

平
方
米
(
一
坪
)
当
り
四
・

五
デ
シ
リ
ッ
ト
ル
(
ニ
・
五

合
)
程
度
と
し
て
、
苗
代
日

数
弘
恒
三
十
日
J
四
十
日
を
目

標
と
し
て
、
五
月
二
十
五
日

農

事

メ

今
後
も
つ
つ
け
た
ヤ

モ
グ

Y
地
区
の
調
査
結
果

軽自動車税、木村引取税、保険税)住宅使用料、 71<.

道料、汚物(ごみ)搬出子数料などをなにかの都合

昭和34年度分で市からの支払代金を受取って

で車内めてゐられないかたは11!めに納めてください。

いないかたは 5)-3318までに受取ってください O

効薬むあっーだ率殺し1運動:.:;.i"::::

市
内
原

一ろ
別
項
の
よ
う
な
結
果
が
ま
と
ま
一
月
末
日
ま
で
、
一
世
情
に
ク
レ
ゾ

口
伶
宅
町
一り
ま
し
た
。

1

ア
ー
ル
消
器
被
を
一
カ
月
に
一
び

内
で
は
昨

一

乙
の
町
内
が
。
手
洗
い
運
動
。
一
ん
(
任

0
0グ
ラ
ム
)
配
付
し
ま

年
七
月

こ
を
は
じ
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
一
し
た
。

日
か
ら
全

一長
崎
県
が、

赤
痢
予
防
対
策
提
行
一
と
ん
ど
の
調
査
は
手
洗
い
実
施

附
帯
が
h
q

一な
う
の
に
「
手
洗
い
」
が
赤
痢
の
一
以
来
八
カ
月
経
過
し
ま
し
た
の
で

手
洗
い
運

一発
空
に
ど
ん
な
影
響
を
お
よ
ぼ
す
一
ど
の
再
度
実
施
さ
れ
て
い
る
か
、

動
。
を
実

一か
を
知
り
、

学
問
や
行
政
上
の
資
一
実
服
者
の
感
畑
な
ど
を
、
全
世
情

施
レ
て
赤

一料
に
す
る
た
め
に
、
比
較
的
に
赤
一

を
対
象
に
調
べ
た
も
の
で
す
。
な

痢
予
防
に

一痢
の
発
生
が
多
か
っ
た
、
北
松
浦
一
刷
、
同
地
区
は
世
帯
数
九
十
、
人

努
め
て
い

一郡
世
知
原
町
と
大
村
市
が
指
定
さ
一
員
は
三
六
二
名
で
問
符
世
帯
数
は

ま
す
の
で

一れ
た
の
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
わ
一
七
十
二
世
帯
で
し
た

ψ

市
で
そ
の

一げ
で
す
。
大
村
市
で
は
実
抑
基
準
一

実
施
状
況

一に
基
づ
く
人
口
、
職
業
開
成
が
最
一
(
調
査
結
果
)

を
調
べ
ま

一過
で
あ
る
版
口
住
宅
町
内
を
指
定
一
①
全
員
が
実
施
し
て
い
る

打
世

し
た
と
乙

一し、

昨
年
七
月
一

日
か
ら
本
年
六
一
帯

一
部
実
施
し
て
い
な
い
初

また、

m
日
に
少
年
剣
道
大
会

警
察
署
武
道
場
開
き
に

モ

ど
ろ
ま
で
に
は
必
ず
お
わ
る

よ
う
に
い
た
し
ま
し
ょ
う。

⑨
た
ば
こ
の
跡
地
で
問
植
が
お

そ
く
な
る
掛
合
、
と
く
に
七

月
二
十
五
日
以
後
に
な
る
と

き
は
、
前
記
の
播
閉
量
で
苗

代
目
敬
一一一十
五
日
を
同
様
に

播
国
日
を
決
め
ま
し
ょ
う。

お
そ
岨
え
の
場
合
、
苗
代
日

教
が
な
が
く
な
る
乙
と
は
悪

い
よ
う
で
す。

ぞ
う
し
て
品

種
は
良
杯
三
十
七
号
と
か
ナ

カ
セ
ン
ゴ
ク
な
ど
の
申
生
種

が
無
難
で
す
。

麦
H
こ
と
し
は
梅
雨
が
早

い
と
い
う
予
報
で
す
、
天
気

を
見
て
早
め
に
刈
り
取
り
ま

し
ょ
う
。

柑
橘
H
天
牛
の
成
虫
の
発

生
の
時
期
で
す
。
産
卵
防
止

の
た
め
ガ
ッ
ト
サ
イ
ド
を
塗

布
し
ま
し
ょ
う
。

⑨
ど
ん
な
と
き
に
洗
v

っ
か

食
事
前
日
用
便
能
川
町
舛

山
か
-
ト
日
間
え
っ
て
来
た
と
き
日

子
ど
ら
が
遊
び
か
円
帰
え
っ
た

と
き
お
オ
ヤ
ツ
の
前
U

⑨
手
洗
照
具
の
数

一コ
ロ

ニ
コ
日
三
コ

5

④
手
洗
器
を
お
い
て
い
る
場
所

玄
関
行
洗
一
問
所
白
台
所
8

-
f
7
 

目
Hr
百
円
つ
d

⑤
よ
ど
洗
う
場
所

玄
関
沼
洗
両
所
必
台
所
8

そ
の
他

〈
便
所
)
5

⑤
ク
レ
ゾ
ー
ル
液
の
取
り
替
え
は

一
日
お
安
部
川
市
毎
円
幻

よ
ご
れ
た
と
き
に
替
え
る

m

的
手
そ
洗
う
乙
ど
が

習
慣
に
な
っ
問
日
人
ま
だ
な

ら
な
い
9

気
持
ち
が
よ
い
日

気
持
ち
が
惑
い
1

③
今
後
(
七
月
以
降
)
辛
洗
い
を

引
き
つ
寸
き
実
施
す
あ
出
帆
硝

実
施
し
な
い
2

そ
さ
い
日
キ
ュ
ウ
リ
・
ナ

ス
・
ト
マ
ト
な
ど
の
灰
色
カ

ピ
病
、
ト
マ
ト
葉
刃
μ
し
病
な

ど
が
発
生
し
や
す
い
時
期
で

す
。
防
除
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行

な
い
ま
し
ょ
う
。

葉
刃
ピ
病
に
は
ト
リ
ア
ジ
ン

の
六
0
0
1八
O
O倍
減
、

水
銀
ボ
ル
ド
ウ
四
O
O倍
液

銅
ニ
リ
ッ
ト
四

O
O
倍
液
等

を、

葉
色
カ
ピ
病
に
は
ト
リ

ア
ジ
ン
六

O
O
J
YU
O
O
倍

(水

一
八
立
(
一
斗
)
に
二
五

l
一ニ
0
グ
ラ
ム
)
ま
た
は
オ

l
ソ
サ
イ
ド
、
四
0
0
1
四
、

五
O
倍
液
の
散
布
が
有
効
で

す
。
散
布
川
数
は
雨
が
多
い

と
き
は
七
日
お
き
ぐ
ら
い
に

普
通
の
と
守
は
十
日
お
き
ぐ

ら
い
に
す
あ
と
と
干
す

(
県
農
業
改
良
普
及
所
)

(
よ
か
っ
た
こ
と
)

め
手
洗
を
う
と
と
は
、
清
潔
で
気

持
ち
が
よ
く
、
安
心
し
て
日
常

生
活
が
で
き
る
。

②
手
洗
い
は
、
円
常
宣
活
の
な
か

で
、
子
ど
も
の
し
つ
け
の
商
に

非
常
に
よ
い
効
果
が
あ
る
。

①
現
在
子
ど
も
た
ち
が
率
先
し
て

手
洗
い
場
励
行
し
て
い
る
が
、

ご
く
少
数
の
人
が
寒
く
な
る
と

怠
り
が
ち
に
な
る
。

ま
た
、
食
前
の
手
洗
い
は
、
手

が
良
い
の
?
き
r
h
v
つ
も
の
も
い

ε。
①
手
洗
い
励
行
に
よ
っ
て
、
家
族

全
員
の
「
衛
生
」
に
対
す
あ
認

舗
が
深
ま
り
病
気
も
少
な
く
な

っ
た
.

⑨
伝
幹
病
予
防
の
た
め
に
「
手
洗

い
」
が
、
い
か
に
必
要
で
あ
る

か
符
痛
感
し
た
。

(保
険
衛
生
課
)


